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（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 

平成 29 年度は、身近な地域で見守る仕組み、地域で市民が互いに支え合う仕組み（互

助）、地域の課題を掘り起こす仕組みづくりによる課題を解決する方法の構築を進めなが

ら、ご近所福祉スタッフ等による見守り、ささえあいの会による家事援助や生活援助、

小地域福祉活動の支援や住民同士による支え合い態勢の基盤づくり、住民参加による地

域での抜け漏れのない実態把握と支援を実施するための取組みのさらなる充実を図りす

すめてきました。あわせて、従来の小地域福祉ワーク推進や要援護者台帳整備の個別支

援活動及びふれあいいきいきサロンのグループ支援活動に加え、新たにモデル事業とし

て地域セーフティネット会議と地域食堂「ごちそうさま」に取り組むことができました。 

「安心生活創造推進事業」については、地域において、基盤支援（見守りや買い物支

援）を必要とする方々を把握するとともに、その方々の日常の困りごとを適切に把握し、

地域で支援できる体制づくりの構築に努めました。 

生活に困窮している方の自立と尊厳の保持、困窮者支援を通じた地域づくりを行う生

活困窮者自立支援事業の推進及び認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が十分

でない方が、成年後見制度や日常生活自立支援事業等を適切に利用できるように一体

的・総合的な支援を行う権利擁護あんしんセンター事業を推進し、利用者の権利を擁護

し住み慣れた地域で生活を続けていくための支援の充実を図りました。 

介護保険法の改正により、住民主体の地域づくりが求められるなか、受託事業として

取り組んだ「生活支援介護予防サービス基盤整備事業」については、高齢者の生活支援・

介護予防サービスの体制整備の推進のため、地域支え合い推進員の配置と地区ネットワ

ーク会議の設置により、地域において、生活支援・介護予防サービスの提供体制の構築

と、様々なサービス提供主体と連携強化を図るための事業を展開しました。あわせて、

児童福祉事業において、放課後児童健全育成事業を中心に米里保育所やファミリーサポ

ートセンター事業を展開し、児童の健やかな育ちと保護者の子育て支援に取り組みまし

た。 

また、本会が実施している事業について、重点事業 21 項目及び関係事業 43 項目の事

業見直しの取組み方針を決定いたしました。その方針に基づきながら長期、中期、短期

の区分別に事業の見直しを実施することになります。 

 

主な重点項目の取組み概要 

 

１ 小地域福祉ネットワークやふれあいいきいきサロン等の住民支援活動の推進 

地域の要援護者に対する見守りや安否確認、訪問活動等を展開し、市民相互の支援

活動を実施しました。ご近所福祉スタッフを 1,252 人に委嘱し、小地域福祉ネットワ

ークを 2,585 世帯形成（登録地域協力者数は 4,609 人）し、要援護者台帳・緊急連絡

カードを 3,440 枚整備しました。また、高齢者の閉じこもり等防止活動として実施し

たふれあいいきいきサロン「ござえん茶」は 269 か所、延べ 3,578 回、参加延人数は



43,059 人となり、地域住民やボランティアが協力し合い、自分の住む地域の中で誰も

が安心して暮らせるような取組みを推進いたしました。行政区単位のモデル事業とし

て新たに取り組んだ地域セーフティネット会議は 18 行政区となり、地域食堂も９行政

区で実施されました。 

併せて、災害時において要援護者の迅速な安否確認と支援を行うことを目的とした

災害時要援護者避難支援計画の個別計画に基づいた台帳は 1,491 枚（人）を整備しま

した。 

 

２ 権利擁護あんしんセンター事業及び生活困窮者自立支援事業における福祉サービス

の利用支援体制の拡大と充実 

 

(1) 生活困窮者自立相談支援事業における支援体制の拡大と充実 

経済的に困窮し最低限度の生活維持ができなくなるおそれのある人に対し相談者に

寄り添う伴走型の相談援助に取り組みました。 

新規相談の受付件数は 293 件（奥州市 271 件、金ケ崎町21件）となり、うち自立支

援計画作成件数は 115 件(奥州市 101 件、金ケ崎町14件)となりました。また、本会独

自のフードバンク運営事業を実施し、企業及び市民から 172 件に及ぶ食品が寄せられ、

82世帯（180 名）へ食品の提供をすることができました。あわせて、家族食堂事業に取

り組み、協賛企業･団体４件及び市内６店舗の協力を得ながら12件の食事提供を行いま

した。 

(2) 権利擁護あんしんセンター事業における支援体制の整備と充実 

日常生活自立支援事業及び法人による成年後見制度により、障がいや高齢等により

判断能力が十分でない方などが安心した生活をおくれるよう、福祉サービス利用のた

めの相談や支援を行い、権利擁護に取り組みました。日常生活自立支援事業について

は、110 人の対象者に対して相談訪問支援活動を行いました。 

成年後見制度の取組みについては、法人後見の受任による申立て支援４件、法人後

見事業で後見受任４件、補助受任１件について対応しました。 

また、「仕事がない、家計が苦しい生活困窮者」や「認知症や障害により金銭や財

産管理の困難な方」の相談など重点とし、関連する「こころの病気」や「借金」「子育

て問題」など悩みごとに対応した総合相談会を２回開催し、79件の相談に応じました。  

 

３ 福祉活動専門員の配置と生活支援介護予防サービス基盤整備事業の推進 

福祉活動専門員（地域福祉コーディネーター）を配置し、地域福祉ニーズ把握と地

域福祉課題整理台帳の作成に取り組み、地域の要請等に呼応した活動を展開いたしま

した。また、奥州市社会福祉協議会支所ごとに地域支え合い推進員を配置し、生活支

援コーディネーターとの連携により、社会資源の把握、区ごとネットワーク会議の設

置、福祉懇談会ワークショップによるニーズ把握等を行いました。各区ネットワーク

会議は年間20回開催し、市内30地区においてワークショップを実施し、生活課題の集

計と分析を行いました。 



 

４ 市民の福祉への関心を高めるための広報活動とボランティア・市民活動センターの

機能強化とボランティア活動の活性化 

  「おうしゅう福祉だより」の発行、メールマガジン、ホームページ、フェイスブッ

クを活用した啓発の取り組みをはじめ、積極的に地元紙に情報を提供しました。社協

イメージキャラクター「奥州社協フレアイガー」による福祉活動啓発を図りました。 

  ボランティア･市民活動センター事業は、ボランティア講習会、体験講座、ワークキ

ャンプなどを行いました。また、奥州市ボランティア連絡協議会と協働してボランテ

ィアのつどいなどのイベントを実施しました。 

   

５ 児童福祉関係事業の拡充と充実 

  放課後児童クラブの運営については、新たに平成 29 年度から 3 年間、指定管理施設

11 施設を運営し、あわせて胆沢区及び衣川区の 6 つの放課後児童クラブを適正に運営

し、年間 292 日、785 人の利用児童の健全育成に努めました。 

  創立 61 年の米里保育所の運営は、平成 29 年度に利用定員の変更により安定経営と

なり、地域に密着した保育所として幼児の育ちと保護者の子育てを支援しました。 

  また、ファミリーサポートセンター事業を通じて、住民参加（会員数 1,401 人）の

相互援助による子育て支援を推進いたしました。 

 

６ 介護保険事業における介護サービスの充実と効率化の推進 

本会が経営する介護保険施設等の健全な経営のため、事業の効率化、安定化に努め、

介護事業総収入は、訪問入浴事業を終了したことにより、平成28年度比 311 万円減額

の３億 7,119 万円となりましたが、当期資金収支差額は、前年比 580 万円増額の 797

万円となり、わずかですが経営改善をすることができました。しかし、介護職員の確

保については大変厳しい状況が続いています。 

 

７ 組織体制のあり方や実施事業の抜本的見直しを行い、次年度以降の具体的な方針の

策定 

  本会が誕生し 10 年以上が経過し、役員、評議員定数をはじめ、自主財源の確保や会

費等の取り扱い、実施事業（地域福祉事業、受託事業、介護保険事業等）の全般につ

いて見直しが必要となったので「社協らしい地域福祉事業の推進」を図るため、職員

作業班を編成し、役員協議会にて課題等を明らかにしながら、重点事業 21 項目及び関

係事業 43 項目の事業見直しの取組み方針について、理事会で実施時期を定めて一定の

見直し方針を決定しました。 

 

８ 職員の資質向上と専門性を高めるため研修を計画的に実施 

 職員の資質向上と専門性を高めるため、平成 29 年度に策定した研修計画に基づいて、

基本研修、職階別等研修、専門研修について、主催研修・職場内研修・派遣研修を実

施し、職員のスキルアップを図り、その結果として社協の組織力の向上につなげまし



た。  



 

平成 29年度 奥州市社会福祉協議会事業報告書 

 
１ 法人運営 
 

№ 事  項 区分 内    容 

1 

三役会議、理事

会、監査会、評

議員会 

 

本所 定款に基づく次の会議を開催し、社会福祉協議会の健全な運営と地域福祉活動の推

進に向けた取組みを協議決定した 

＊三役会議  会長、副会長、常務理事、事務局長による法人業務執行   ８回 

＊理事会   理事15人で構成、法人業務の決定             ８回 

＊監査会   ３人で業務執行状況、法人の財産状況を監査        ４回 

＊評議員会  評議員40人で構成。法人の議決機関であり、役員の選任、  ５回 

予算・決算、定款変更、事業計画及び事業報告を議決            

＊役員協議会 重点事業21項目及び関係事業43項目について、事務事業   ３回 

の見直し方針について協議 

 

2 

部会・委員会等

の開催 

 

本所  事業推進に必要な委員会を設置し、専門的な事項について協議した。 

・ボランティア市民活動センター運営委員会 ５月 25日・12月 11日   ２回 

 ・法人後見運営委員会 ７月 13日・12月６日             ２回 

 ・三役・地域福祉推進協議会委員長合同会議 ５月９日・31日      ２回 

・職員人事委員会 ６月 19日・12月４日・３月 19日          ３回 

・評議員選任・解任委員会 ６月５日                     １回 

3 

役員研修・職員

研修の実施 

 

本所 

・ 

各区 

 奥州市社会福祉協議会職員研修実施計画に基づき内部研修実施や派遣研修など行

った。 

＊役職員研修会の実施 

 ・胆江地区社会福祉連絡会役職員研修会 

     期日 平成 30年２月 23日 

     内容 地域で見守る認知症と多職種連携 

     参加 役職員 56名 

＊事業部門別研修及び職務別研修の実施 

・新任研修会  

     期日 平成 29年５月 23日 

     内容 会長・常務理事講話、課長・職員講義 

     参加 職員 10名 

・地域福祉担当職員研修会 

期日 平成 30年２月 16日～17日 

視察 山形市社会福祉協議会、きらりよしじまネットワーク 

やまがた福祉移動サービスネットワーク 

参加 職員 10名 

・奥州市社会福祉協議会リーダーシップスキルアップセミナー 

     期日 平成 29年 11 月 13日   

     内容 管理者としての役割と心得、コミュニケーション、リーダーシップ

とフォロワーシップ、リスクマネジメント、人材育成、仕事の効率

向上、問題解決力など 

     講師 産業雇用安定センター インストラクター 

     参加 所属長、補佐等職員 32名 

  ・平成 29年度放課後児童クラブ職員研修（全体研修会） 

          期日 平成 30年２月９日 



 

№ 事  項 区分 内    容 

     内容 研修テーマに基づいてグループごとに発表を行った。 

     区分等 

     第１Ａ、 第１Ｂグループ 

 「国で規定している職員配置や支援の単位、条例等について」 

 第２Ａグループ 

     「特に支援の必要な児童との関わり方について」 

     第２Ｂグループ 

     「特に支援の必要な児童の保護者との関わりについて」 

     第３Ａグループ 

     「子どもにとって安心して過ごせる生活の場である児童クラブとは」 

     第３Ｂグループ 

     「保護者から信頼される支援員に求められること」 

     補佐・主任グループ 

     ・アンケートの実施、職員面談の実施について、「わたしのイチオシ遊び」、 

      職場のリーダーの取組みについて 

     参加 所長及び職員 53名 

 ・平成 29年度介護保険事業所全体研修会 

     第１回 ５月 31日 職業倫理と法令遵守（参加者 79名） 

第２回 ７月 19日 リスクマネジメント（参加者 54名） 

第３回 10 月 18日 認知症高齢者の理解（参加者 70名） 

第４回 11 月 21日 高齢者の権利擁護、高齢者虐待防止（参加者 63名） 

第５回 １月 26日 腰痛予防（参加者 68名） 

＊主な外部研修の受講 

 （役員等） 

・社会福祉法人役員研修 

    岩手県立大学主催     10月５日～６日    役員 1名参加 

・福祉ビジョン 21世紀セミナー 

    全国社会福祉協議会主催  11 月 29日～30日  役員１名参加 

 ・地域福祉推進トップセミナー 

    岩手県社会福祉協議会主催  ２月５日      役職員２名参加 

（職員） 

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程（管理職員編） 

    岩手県社会福祉事業団主催  ６月７日～８日   職員２名参加 

・岩手県社会福祉研修特定課題「ファシリテーション」研修 

    岩手県立大学主催      ７月６日～７日   職員２名参加 

・第 1回コミュニティソーシャルワーク研修会 

    岩手県社会福祉協議会主催  ７月 21日       職員３名参加 

・地域福祉活動コーディネーター（ＣＳＷ）養成研修会 

    岩手県社会福祉協議会主催  ７月 31日～８月 1日 職員２名参加 

・社会福祉従事者リーダー職員研修会 

    岩手県社会福祉協議会主催  ９月 12日～13日  職員１名参加 

・地域生活支援ワーカー（地域福祉コーディネーター）リーダー研修会 

    全国社会福祉協議会主催   ９月 21日～22日  職員１名参加 

・第 3回岩手県地域包括ケア研修会 

    いきいき岩手支援財団主催 10 月 11日     職員２名参加 

・市町村社会福祉協議会管理職研修会 

    全国社会福祉協議会主催  10 月 15日～17日  職員１名参加 

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程（チームリーダー編） 



 

№ 事  項 区分 内    容 

    岩手県社会福祉事業団主催 11 月 21日～22日  職員１名参加 

 ・社会福祉協議会・社会福祉施設職員会計実務講座（通信課程）中級コース 

    全国社会福祉協議会主催  12 月 17日～19日 職員２名受講 

＊職場内研修の推進 

 ・地域福祉コーディネーター（ＣＳＷ）定例会議における内部研修の実施 

 ・介護保険事業所における定期内部研修の実施 

  ・保育所及び放課後児童クラブおける内部研修の実施 

 

4 

財務経営管理 

 

 

本所 市民のみなさんにご協力をいただき、事業の優先度を定めながら適正かつ効率的な

運営を図るとともに、財政基盤強化に向けた取組みを推進した。 

＊会費実績      30,357,094 円 

・住民会費     29,199,094 円  ・施設団体会費   93,000円 

・法人賛助会費     1,065,000 円              （単位：円） 

区 分 住民会費 施設団体会費 法人賛助会費 

水 沢 13,718,494 51,000 655,000 

江 刺 7,218,900 8,000 60,000 

前 沢 3,482,500 10,000 175,000 

胆 沢 3,758,400 10,000 125,000 

衣 川 1,020,800 14,000 50,000 

合 計 29,199,094 93,000 1,065,000 

＊寄付金実績        14,657,509 円 

 ・一般寄付金      7,152,809 円  ・指定寄付金 0円 

 ・ささえあい協賛金   7,504,700 円              （単位：円） 

区   分 一般寄付金 指定寄付金 ささえあい協賛金 

本 所 3,775,218   

くらし安心応援室 150,000   

水沢支所 1,257,785  2,179,700 

江刺支所 811,552  2,580,000 

前沢支所 369,154  1,635,500 

胆沢支所 439,828  391,000 

衣川支所 190,000  718,500 

児童厚生施設事業 32,538   

米里保育所 16,734   

デイサービスセンター事業 40,000   

じゅあんの園 40,000   

小規模あすも 30,000   

合 計 7,152,809  7,504,700 
 

5 

福祉サービス

苦情解決事業 

 

本所 

・ 

各区 

本会が提供する地域福祉事業等において、苦情への適切な対応を図ることにより、

利用者が福祉サービスを適切に利用できるように支援すると共に、苦情の円滑・円満

な解決の促進及び本会の信頼並びに確実性の確保を図った。 

 

＊第三者委員６人設置 

＊事務局長を苦情解決責任者に任命、事業所ごとに所属長を苦情受付担当者に任命。 

＊福祉サービス運営適正化推進会議の開催（第三者委員、福祉サービス苦情解決責任

者及び担当者等） 

  ・第１回会議 



 

№ 事  項 区分 内    容 

期日 平成 29年７月 24日 

     内容 平成 28年 12 月から平成 29年 5月までの苦情等報告 

        出席 第三者委員５名、役職員 17名 

・第２回会議 

期日 平成 30年 1月 25日 

内容 平成 29年 6月から平成 29年 11月までの苦情等報告 

出席 第三者委員 3名、役職員 20名 

＊苦情・要望の受付、事故状況と処理結果 

期間 苦情・要望 事故 処理結果 

平成 28年 12月から

平成 29年 5月 

苦情６件 

 

対人 13件、対物６件 解決 

平成 29 年 6 月から

平成 29年 11月 

なし 対人 11件、対物２件 

 

解決 

＊奥州地域福祉サービス苦情解決情報交換会（基礎研修） 

  岩手県福祉サービス運営適正化委員会主催  

平成 29年 9月 20日 第三者委員３名参加 

 

6 

地域福祉推進

協議会や地区

振興会及び自

治会との協働

による事業推

進 

各区 市内の区域ごとに総合的な地域福祉の充実と発展のために関すること、事業推進の

評価に関すること、福祉の諸課題等の発見及び解決に向けた方策に関することを協議

し、区域の福祉活動を市民の参画を得ながら推進した。 

 

＊各区推進協議会の開催 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 

４回 ５回 ４回 ４回 ５回 

＊推進協議会支部、振興会等の自治組織との協議等  

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 

６回 １回 １回 １回 ３回 
 

7 

共同募金運動

への協力 

 

全市 地域福祉活動の重要な財源である共同募金事業への連携、イベントや演芸会等開催

による協力を行った。 

 

○赤い羽根募金 

 目標額 26,159,000円 

 実績額 23,460,760円 

 目標達成率 89.7％ 

単位：円    

戸 別 募 金 18,060,692 

街 頭 募 金 783,460 

法 人 募 金 969,967 

学 校 募 金 535,627 

職 域 募 金 1,572,955 

イベント募金 55,158 

個 人 募 金 456,477 

その他の募金 1,026,224 

合計 23,460,760 

 

 

○歳末たすけあい募金 

 目標額 15,814,000 円 

 実績額 13,735,870 円 

 目標達成率 86.9％ 

単位：円 

戸 別 募 金 9,315,364 

街 頭 募 金 0 

法 人 募 金 625,916 

学 校 募 金 226,475 

職 域 募 金 1,529,068 

イベント募金 592,994 

個 人 募 金 399,670 

その他の募金 1,046,383 

合計 13,735,870 

 

 



 

№ 事  項 区分 内    容 

○あったかいわてプロジェクト 

 地域見守り応援募金 108 円 

 

○災害義援金 

台風や水害被害等  303,130 円 

 

 

 

２ 福祉センターの経営（経営２施設、指定管理１施設） 
 

№ 事  項 区分 内   容 

1 

総合福祉セン 

ターの経営 

 

本所 

・ 

胆沢 

市民の福祉増進と福祉意識の啓発を図り、地域福祉活動を総合的に推進するための

活動拠点として運営を行った。 

＊奥州市総合福祉センター  利用状況     809 件 

利用人員    13,551人 

＊胆沢総合福祉センター   利用状況     349 件 

利用人員     4,381人 

 

2 

江刺総合コミ

ュニティセン

ターの経営 

江刺 奥州市の指定管理を受け、市民の福祉増進と福祉意識の啓発を図り、地域福祉活動

を総合的に推進するための活動拠点として活用し、適切な管理運営に取り組んだ。 

＊江刺総合コミュニティセンター  利用状況    2,036件 

利用人員    33,138人 

 

 

３ 地域福祉活動の推進 
 

№ 事  項 区分 内    容 

1 

福祉活動推進

員設置事業 

全区  市内の行政区単位に福祉活動推進員を設置し、地域福祉活動を推進した。 

＊奥州市:333人委嘱 

水沢／112人・江刺／92人・前沢／50人・胆沢／49人・衣川／30人 

 

2 

民生委員・児童

委員（協議会）

との協働活動

の推進 

全区 民生委員・児童委員（協議会）と地域福祉推進のため連携し、歳末たすけあい対象

者調査など地域福祉推進にかかわる活動を協働して行った。 

 

3 

第 12 回奥州市

社会福祉大会

の開催 

 

全市 市民、ボランティア、福祉関係者が一堂に会して、市民主体による福祉活動の推進

に向けて共通認識を深めるとともに、これまで本市の社会福祉の向上に尽力され、多

大な功績を残された方々を顕彰し、感謝の意を表すことにより、本市の社会福祉の一

層の発展に資することを目的として開催した。 

＊スローガン 

だれもが心の豊かさと幸せを実感できる「福祉のまち奥州市」をめざして 

＊会 場  奥州市文化会館／大ホール 

＊開催日  平成 29年 10月 20日（金） 

＊参加者数 約 1,000 人 

＊表彰内訳 

大会長表彰              35名・３団体 

大会長褒賞               1名 

大会長感謝状             17名・26団体 

中央・岩手県共同募金会会長感謝状    52名・26団体 

 奥州市福祉作文社会福祉協議会会長表彰 13名  



 

№ 事  項 区分 内    容 

奥州市福祉川柳社会福祉協議会会長表彰 14名 

＊記念講演  

『笑って考える少子化、子育て支援』 

講師 東京大学大学院総合文化研究科 教授 瀬地山 角 氏 

 

【奥州市福祉川柳の公募】 

「丸い」をテーマに奥州市ふくし川柳を募集し、特選、秀逸の入賞者については社

会福祉大会で表彰を行った。 

＊応募内訳  313件、830 句 

入選 14句 （特選１句、秀逸３句、佳作 10句） 選外佳作 15席 

特選   地球儀を眺めて膨らむ孫の夢（滋賀県守山市 廣木信子さん） 

秀逸一席 祖母の背をまあるく撫でて湯を流す（福岡県福岡市 三山才円さん） 

秀逸二席 イザコザを丸く収めるもみじの手（千葉県長生郡 やじろべーさん） 

秀逸三席 満月に母を連れ出す車椅子（神奈川県横浜市 中澤仁捷さん） 

【奥州市福祉作文の実施】 

奥州市福祉作文を募集し、最優秀賞、優秀賞の入選者については社会福祉大会で表

彰を行った。 

対象：小学校５・６年生、中学校１・２年生 

＊応募内訳 市内小中学校から 54編の応募 

 ・小学生の部 最優秀賞１編、優秀賞２編、優良賞３編 

  最優秀賞  「薬を飲めば治る」 水沢南小学校 鈴木涼介さん 

 ・中学生の部 最優秀賞１編、優秀賞２編、優良賞４編 

  最優秀賞  「幸せの支えに」 前沢中学校 小野寺美羽さん 

 

4 

広報活動の推

進 

 

全区 社会福祉協議会広報紙「おうしゅう福祉だより」を発行し、福祉活動の啓発を図り、

市民の参加を促進した。 

＊市内全世帯 44,700 部発行／年間６回奇数月発行 

Vol.65～Vol.70（本号３回・お知らせ版３回） 

＊支所福祉だよりの発行   

江刺支所６回、前沢支所６回、胆沢支所２回、衣川支所６回 

＊ホームページを開設・更新し、幅広く情報の提供 

＊メールマガジンの発行 

社協が行う事業や、ボランティア・市民活動センターで行う情報を提供した。 

  毎月第２木曜日／定期号 12号(平成 29年４月から平成 30年３月) 

＊奥州市社会福祉協議会イメージキャラクター「奥州社協フレアイガー」による福祉

活動啓発の取組みを実施した。 

 

5 

地域福祉活動

計画の推進 

 

全市 第２次地域福祉活動計画の執行管理に努め、併せて奥州市地域福祉計画と連携を図

りながら、将来展望にたった地域福祉活動を推進した。 

 

6 

奥州福祉推進

市民会議の推

進 

 

 ＊第１回奥州市地域福祉推進市民会議並びに第１回奥州福祉推進市民会議 

   期日 平成 29年８月８日 

   参加 委員 26名 

   内容 第２期奥州市地域福祉計画、第２次奥州市地域福祉活動計画、関係団

体・機関が把握している福祉課題・要望・意見等 

 



 

№ 事  項 区分 内    容 

7 

住民支えあい

推進事業／地

域コミュニテ

ィ活動を活用

した被災者生

活支援事業 

全区 地域の中で支援を必要としている人に対して、近隣住民やボランティアのみなさま

とともに、自分の住む地域の中で安心して暮らすことのできるような取組みを、個別

支援活動とグループ支援活動として推進し、研修会等を開催した。 

 

(1) 小地域福祉ネットワーク推進事業（個別支援活動） 

・地域の要援護者に対する見守りや安否確認、訪問活動等を展開し、市民相互の支

援活動を実施した。 

 ・全市ネット数 2,586件(世帯)  目標値 2,700 件・達成率 95.8％ 

地域協力者数 4,609人     目標値 5,600 人・達成率 82.3％ 

対象者区分 水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

独居高齢者 556 件 521 件 261 件 258 件 73 件 1,669 件 

高齢者世帯 92 件 209 件 108 件 107 件 45 件 561 件 

ひとり親世帯 3件 11 件 6件 1件 0件 21 件 

障がい者世帯 52 件 58 件 35 件 15 件 10 件 170 件 

その他世帯 34 件 43 件 10 件 6件 71 件 164 件 

合計 737 件 842 件 420 件 387 件 199 件 2,585 件 

 

(2) 要援護者台帳等整備、緊急連絡カードの配備（個別支援活動） 

民生児童委員協議会や福祉活動推進員等が連携し、要援護世帯の安否確認と生活

支援に必要な情報の整備を行い、緊急時における支援体制の構築を図る。併せて必

要に応じて緊急連絡カードを作成し、要援護世帯への配備を促進した。また、小地

域を対象に、近隣住民による支え合いを強化するための市民支え愛マップの普及促

進に努めた。 

 ・緊急時に近親者等に連絡できるように宅内用と携帯用の２種類の緊急連絡カード 

を配備した。 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 全体 

1,491 枚 931 枚 533 枚 274 枚 211 枚 3,440 枚 

目標値 3,600 件・達成 95.6 率％ 

 

(3) ふれあいいきいきサロン（グループ支援活動） 

地域住民が分館や集会所を会場にお茶飲み会や交流などを行い、世代を超えた交

流の場の開設の支援をした。 

  奥州市内 269か所 目標値普及率 93%・達成率 81.0％ 延 3,578 回実施 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 

70 か所 66 か所 46 か所 72 か所 15 か所 

742 回実施 786 回実施 918 回実施 918 回実施 214 回実施 

11,529 人 8,482 人 8,117 人 12,416 人 2,515 人 

＊水沢支所 

＜サロンリーダー研修会＞ 

期日  平成 29年６月 13日（火） 参加者 水沢区 95名 

＊前沢支所 

＜第１回「ござえん茶」代表者会議＞ 

期日  平成 29年５月 26日（金） 参加者 前沢区 50名 

＜第２回「ござえん茶」代表者会議＞ 

 期日  平成 30年１月 29日（月） 参加者 前沢区 52名 

 

 



 

№ 事  項 区分 内    容 

(4) モデル事業の取り組み（新） 

 ① 地域セーフティネット会議 

   福祉活動推進員や民生児童委員、地域福祉関係者などが集まり、地域の要支援

者について情報を共有し、要支援者に対する見守り活動、地域の居場所づくりが

円滑に進められるよう、モデル地域を指定して実施した。 

  ＊地域セーフティネット会議実施状況 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

５行政区 ４行政区 ２行政区 ３行政区 ４行政区 18 行政区 

 ② 地域食堂「ごちそうさま」 

   行政区内の集会所等を活用し、「集う・食べる・語る」をテーマに、会食や配

食、軽食喫茶等の形態で、住民相互が食でつながるコミュニティ活動を推進する

ため、モデル地域を指定し実施した。 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

１行政区 ２行政区 ２行政区 １行政区 ３行政区 ９行政区 

 

(5) 小地域における福祉活動助成 

  地域福祉活動を推進する団体に、ネットワーク活動やサロン活動に対する助成金

を交付した。 

区分 水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 

小地域 NW 216,000 247,200 130,800 121,500 60,000 

サロン 593,600 628,800 734,400 734,400 171,200 

福祉スタッフ 165,300 99,000 41,700 43,800 24,900 

合 計 974,900 975,000 906,900 899,700 256,100 

 

 (6) たすけあい行動プラン策定事業 

災害時要援護者避難支援計画の個別計画に基づき、災害時には要援護者の迅速な

安否確認と支援を行うことを目的とした台帳の整備を推進した。 

  ＊避難支援台帳作成状況 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

315 枚(人) 436 枚(人) 204 枚(人) 421 枚(人) 115 枚(人) 1,491枚（人） 

目標値 1,111 枚・達成率 134.2％ 

 (7) 住民支え愛マップ事業 

小地域での生活上の課題を掘り起し、地域の要援護者への今後の関わり方や地域

の生活課題の解決策などを探るひとつの手法として実施し、地域の支え合いの仕組

みづくりを構築するとともに本市へ転居された被災者の支援を講じることを目的

として実施した。 

＊市民支え愛マップ作成状況 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

17 行政区 37 行政区 20 行政区 18 行政区 12 行政区 104 行政区 

目標値 99行政区・達成率 105.1％ 

(8) 心配ごと相談所の開設 

市民のためのよろず相談窓口を設置し、悩みごと、困りごとの解決援助を行った。 

 

＊定期相談所の開設／常時相談・一般相談／ケース検討会開催 

区 分 開 設 等 会 場 

水沢区 毎週金曜日 奥州市総合福祉センター 



 

№ 事  項 区分 内    容 

江刺区 毎月第２月曜日 江刺総合コミュニティセンター 

前沢区 毎月第３火曜日 前沢健康管理総合センター 

胆沢区 毎月第１木曜日 胆沢総合福祉センター 

衣川区 毎月第４水曜日 衣川保健福祉センター 

 

＊心配ごと相談取扱状況 

 ・開設日数 89日  取扱件数 37件 

No 相談事項 相談件数 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 

1 生  計 １ １ ０ ０ ０ ０ 

2 年  金 ２ ０ ２ ０ ０ ０ 

3 職業・生業 ２ １ １ ０ ０ ０ 

4 住  宅 ３ ３ ０ ０ ０ ０ 

5 家  族 ８ ５ ０ ２ １ ０ 

6 結  婚 １ ０ １ ０ ０ ０ 

7 離  婚 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

8 健康・衛生 １ １ ０ ０ ０ ０ 

9 医  療 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

10 精神衛生 ６ ５ １ ０ ０ ０ 

11 人権・法律 １ ０ １ ０ ０ ０ 

12 財  産 ５ ２ ０ １ １ １ 

13 事  故 １ １ ０ ０ ０ ０ 

14 児童福祉・母子保健 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

15 教育・青少年 １ ０ ０ ０ ０ １ 

16 心身障がい児福祉 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

17 母子福祉・父子福祉 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

18 高齢者福祉 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

19 苦  情 １ ０ １ ０ ０ ０ 

20 そ の 他 ４ ３ ０ ０ ０ １ 

 合  計 37 22 ７ ３ ２ ３ 

 

＊会議・研修会の開催 

・合同研修会① 

 平成 29年４月 11日（火）  

【研修】 

   第１回権利擁護あんしんセンター・心配ごと相談所合同研修会 

   岩手県立大学社会福祉学部臨床福祉系専任講師 川乗賀也 氏 

  【連絡会】 

   平成 28年度事業報告及び平成 29年度事業計画について 

・合同研修会② 

   平成 29年９月６日（木） 

【研修】 

   成年後見制度について 

   弁護士法人岩手銀河法律事務所弁護士 加藤文郎 氏 

  【事業別連絡会】 

   自殺予防に関わる相談窓口情報について 

   奥州市における被災者の支援状況について 

   奥州市くらしとこころの総合相談会の開催について 



 

№ 事  項 区分 内    容 

・平成 29年度民生委員等を対象とした相談事業研修会 

平成 29年 11月７日（火）、８日（水） ４名参加 

・胆江地区民生委員児童委員・相談員研修会 

   平成 29年 11月 20日（月） 
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安心生活創造

推進事業 

全区 地域において、基盤支援（見守りや買い物支援）を必要とする方々を把握するとと

もに、その方々の日常の困りごとを適切に把握し、地域で支援できる体制づくりの構

築に努めた。 

 

(1) 抜け漏れのない実態把握事業 

岩手県立大学と共同で、水沢区・江刺区のふれあいいきいきサロン利用者や運営

に携わっている 60 世帯を対象に地域交流活動の実際や生きがいについて質的調査

を実施した。分析結果を報告会で発表し、福祉のまちづくりを進めた。 

【地域報告会】 

実施日：平成 30年２月 26日（月） 

会 場：江刺総合コミュニティセンター 

参加者：50人 

 

 (2) 生活課題の検討・調整 

   地域福祉コーディネーターによる連絡会議を毎月開催。地域福祉課題整理台帳を

作成し、地域状況や課題を把握しながら、事業の調整とグループによるスーパーバ

イズを実施した。 

 

(3) 抜け漏れのない支援の実施 

＊ご近所福祉スタッフによる見守り活動の推進。 

設置行政区数 320 行政区  目標値 313 行政区・達成率 102.2％ 

任期：平成 29年４月１日から平成 31年３月 31日まで 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

556 人 329 人 139 人 145 人 83 人 1,252 人 

 

＊ボランティア協力店の普及促進による買い物の基盤支援 

配達対応型をこんにちは店、店内配慮型をいらっしゃい店として登録し、要援護者

の買い物支援を行った。            目標値 114 店舗・達成率 85％ 

区  分 水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

こんにちは店 13 店 4店 9店 10 店 0店 36 店 

いらっしゃい店 5店 2店 0店 0店 1店 8店 

こんにちは・いらっし

ゃい店 
9 店 39 店 4店 1店 0店 53 店 

合 計 27 店 45 店 13 店 11 店 １店 97 店 

 

＊住民参加型在宅福祉サービス「ささえあいの会」 

家事援助や生活援助を登録会員が有償でお手伝いする取組みを強化し、要支援者へ

のサポートを強化した。具体的な活動は、調理／洗濯／掃除／買い物／軽易な身の回

りの世話／外出介助及び付添い／話し相手など 

 

・会員数 

区  分 水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 



 

№ 事  項 区分 内    容 

おねがい会員 17 人 29 人 39 人 4 人 4人 93 人 

まかせて会員 11 人 19 人 19 人 4 人 4人 55 人 

合 計 28 人 48 人 58 人 8 人 6人 148 人 

目標値 会員数 185 人・達成率 80.0％ 

・活動状況 

区  分 水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

掃除等家事援助 183 件 205 件 604 件 507 件 6 件 1,505 件 

通院の付き添い 21 件 10 件 60 件 26 件 26 件 143 件 

外出支援や買

物等 
9 件 263 件 60 件 9 件 9件 332 件 

留守・見守り 0件 76 件 114 件 2 件 １件 193 件 

その他 2件 17 件 404 件 9 件 17 件 440 件 

合 計 215 件 571 件 1,242 件 535 件 50 件 2,613 件 

目標値 活動回数 2,060 件・達成率 126.8％ 

・まかせて会員研修 

平成 29年５月 15日（月）ささえあいの会と地域福祉活動・情報交換 参加 23人 

平成 29年７月 24日（月）調理実習・情報交換   参加 14人 

平成 29年 11月 15日（水）視察研修「オレンジねっと」（宮城県） 参加 21人 

平成 30年２月 13日（火）整理収納サポートに向けて・参加 26人 

 

 (4) 地域支援活性化事業 

①傾聴ボランティアおうしゅうによる施設訪問活動の支援 

  奥州市内の13カ所の高齢者福祉施設に１～４人で訪問。月平均13回活動をした。

（延 254 人、年間 160 回） 

②傾聴ボランティア養成講座の開催の支援 

＊市民向け講演 および スキルアップ研修 

平成 30年２月 24日（土）  

市民向け講演：参加者 101 名、スキルアップ研修：参加者 47名 

会場 奥州市総合福祉センター 

 ＊傾聴ボランティア養成講座 

・平成 30年３月 17日（土）～４月 14日（土） 全４回 受講者 14名 

会場 奥州市総合福祉センター  

③民生児童委員協議会の会議に出席し、地域福祉活動推進のための連携を図った。 

 

(5) 住民参加型まちづくり普及啓発事業 

 民生児童委員やご近所福祉スタッフ等を対象とし、研修会や講座を開催した。 

≪研修会の開催≫ 

①地域で暮らし続けるためのおかげさまを学ぶ講座】 

 ＜４月＞ 

・期日  平成 29年４月 25日（火） 

・テーマ 介護保険の改正と高齢者の福祉を取り巻く状況 

 ・講師  奥州市健康福祉部地域包括ケア推進室副主幹 阿部伸幸 氏 

・参加者 123名 

＜５月＞ 

・期日  平成 29年５月 12日（金） 



 

№ 事  項 区分 内    容 

・テーマ 国の地域づくりの動向を探る 

 ・講師  東北福祉大学総合福祉学部教授 都築光一 氏 

・参加者 105名 

＜６月＞ 

・期日  平成 29年６月 19日（月） 

・テーマ 「住民に伝えたい」福祉活動広報のコツを学ぶ 

 ・講師  胆江日日新聞社論説主幹兼文化部長 小野寺和人 氏 

・参加者 104名 

＜７月＞ 

・期日  平成 29年７月 14日（金） 

・テーマ ふれあい・いきいきサロンと小地域福祉ネットワーク活動 

・講師  奥州市社会福祉協議会地域福祉課長 昆野宏彦 

・参加者 78名 

＜８月＞ 

・期日  平成 29年８月 25日（金） 

・テーマ 鹿児島のやねだんから学ぶコミュニティづくり 

・講師  やねだん秋田県支部長 佐藤弘幸 氏 

・参加者 114名 

＜９月＞ 

・期日  平成 29年９月 15日（金） 

・内容  関係者連絡会を円滑に進めるためのファシリテーション技術 

・講師  岩手県立大学社会福祉学部専任講師 菅野道生 氏 

・参加者 61名 

＜10月＞ 

・期日  平成 29年 10月 11日（水） 

・内容  避難所運営の手法と段ボールベットづくりを学ぶ 

・講師  岩手県地域防災サポーター 菊地勝 氏 

・参加者 87名 

＜11月＞ 

・期日  平成 29年 11月 17日（金） 

・内容  対人援助技術の向上を目指そう！ 

・講師  岩手県立大学社会福祉学部教授 田中尚 氏 

・参加者 50名 

＜12月＞ 

・期日  平成 29年 12月 12日（火） 

・内容  権利擁護について考える 

・講師  小平法律事務所弁護士 小平竜太 氏 

・参加者 41名 

＜１月＞ 

・期日  平成 30年１月 26日（金） 

・内容  地域で暮らし続けるためのおかげさまを学ぶ 

・講師  ご近所福祉クリエイションご近所福祉クリエーター 酒井保 氏 

・参加者 354名 

＜２月＞ 

・期日  平成 30年２月 19日（月） 

・内容  子育てを応援する仕組みと生活困窮者自立支援制度 

・講師  奥州市子育て総合支援センター保健師兼所長補佐 千葉真由美氏 

奥州市社会福祉協議会生活困窮者自立支援室室長 高橋研 



 

№ 事  項 区分 内    容 

・参加者 73名 

＜３月＞ 

・期日  平成 30年３月 16日（金） 

・内容  障がい者の介助や情報伝達（意志疎通）の方法 

・講師  盛岡市社会福祉協議会地域福祉課 

主事兼地域福祉コーディネーター 藤澤佳代 氏 

 ・参加者 49名 

 

② ご近所福祉スタッフ研修会（事業説明） 

＜水沢区ご近所福祉スタッフ研修会＞ 

・期日  平成 29年４月 27日（木） ・参加者 水沢区 87名 

＜江刺愛宕地区ご近所福祉スタッフ研修会＞ 

・期日  平成 29年５月 22日（月） ・参加者 江刺愛宕地区 60名 

＜江刺区ご近所福祉スタッフ研修会＞ 

・期日  平成 29 年７月３日（月） ・参加者 江刺愛宕除く江刺区全地区 89

名 

＜古城地区ご近所福祉スタッフ研修会＞ 

・期日   平成 29年６月２日（金） ・参加者  古城地区 36名 

＜白山地区ご近所福祉スタッフ研修会＞ 

・期日   平成 29年６月 16日（金） ・参加者  白山地区 20名 

＜古城４区説明会＞ 

・期日   平成 29年６月 30日（金） ・参加者  古城４区７名 

＜生母地区説明会＞ 

・期日   平成 29年７月７日（金）  ・参加者  生母地区 38名 

＜古城地区説明会＞ 

・期日   平成 29年７月 14日（金）  ・参加者  古城１区・６区７名 

＜前沢９区・17区説明会＞ 

・期日   平成 29年７月 21日（金）  ・参加者  前沢９区・17区７名 

＜前沢 11区説明会＞ 

・期日   平成 29年７月 26日（水）  ・参加者  前沢 11区 12名 

＜前沢 15区説明会＞ 

・期日   平成 29年７月 27日（木）  ・参加者  前沢 15区５名 

＜上野原地区説明会＞ 

・期日   平成 29年８月４日（金）   ・参加者 上野原地区７名 

＜前沢 18区説明会＞ 

・期日   平成 29年８月６日（日）   ・参加者 前沢 18区７名 

＜前沢 13区説明会＞ 

・期日   平成 29年８月６日（日）   ・参加者 前沢 13区 10名 

＜前沢１区・２区説明会＞ 

・期日   平成 29年８月 18日（金）  ・参加者 前沢１区・２区７名 

＜前沢４区説明会＞ 

・期日   平成 29年８月 18日（金）  ・参加者 前沢４区７名 

 

＜胆沢区ご近所福祉スタッフ研修会＞ 

・期日  平成 29年６月 26日（月）  ・場所 胆沢総合福祉センター 

・参加者 胆沢区 55名               ・内容 事業説明、ゲートキーパー講習 

＜衣川区ご近所福祉スタッフ研修会＞ 

・期日  平成 29年５月 31日（金）  ・場所 衣川保健福祉センター 



 

№ 事  項 区分 内    容 

・参加者 衣川区 55名              ・内容 事業説明、ゲートキーパー講習 

 

 (6) 自主財源確保事業 

共同募金会と共同で、赤い羽根自動販売機の設置推進を行った。奥州市内に 43

台を設置している。  目標値 46台・達成率 93.5％ 
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生活支援介護

予防サービス

基盤整備事業 

各区 高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備の推進のため、地域支え合い推進

員の配置と地区ネットワーク会議の設置により、地域において、生活支援・介護予防

サービスの提供体制の構築と、様々なサービス提供主体と連携強化を図るための事業

を展開した。 

 

１ 地域支え合い推進員の配置 

奥州市社会福祉協議会支所ごとに地域支え合い推進員を配置し、生活支援コーディ

ネーターとの連携により、社会資源の把握、区ごとネットワーク会議の設置、要援護

者避難支援台帳や小地域ネットワーク事業にこにこネット台帳、ふれあいいきいきサ

ロン事業を見直しについて協議し、新たな取り組みにより全市統一した事業展開に向

け、各地区にて説明会を開催した。 

 

２ 地区ネットワーク会議の設置 

(1) 各区ネットワーク会議の開催 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 

4回 4 回 4回 4回 4回 

(2) 全市展開に向けた事業の再構築 

  要援護者避難支援台帳や小地域ネットワーク事業にこにこネット台帳、ふれあい

いきいきサロン事業の再構築について、各区ネットワーク会議に報告した。 

(3) 地域づくりにおける意識の統一 

＊市内 30地区「かたりあいの輪福祉懇談会・ワークショップ」 

  期間：6月 22日（木）～８月 23日（水） 

  開催回数：29回 

  場所：各地区センター等 

  内容：ワークショップ「みんなで紡ぐ結っこのまち」 

    〝家事・食事・介護の支え合い〟、〝生きがい・元気の居場所づくり〟、   

〝気軽に出かける交通手段〟をテーマに、「地域に不足しており必要なもの」、

「互助に基づいた実現のためのアイデア」について話し合いを行った。 

 市民参加者：1,215人 

区 参加者 

水沢区 536 人 

江刺区 329 人 

前沢区 156 人 

胆沢区 147 人 

衣川区 47 人 

計 1,215 人 
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東日本大震災

被災者生活支

援事業／地域

コミュニティ

全市 東日本大震災の市内被災者や沿岸から奥州市へ転居した内陸避難者等 93 世帯を対

象として、巡回訪問を行い、見守り、声かけ、相談支援など行った。また、地域との

コミュニティづくりや要援護者の支援のため、地域福祉コーディネーター等と連携

し、平時・災害時における近隣の見守りネットワークづくりと、交流サロンの場づく



 

№ 事  項 区分 内    容 

活動を活用し

た被災者生活

支援 

りに取り組んだ。 

 

(1) 震災の影響による転居や家族構成の変化による生活の不安を解消するための相

談支援 

定期訪問・相談活動：年間 1,156 件訪問（対象 93世帯） 

(2) 地域との融和支援 

 ・竹沢団地交流会（前沢） 

   傾聴ボランティアおうしゅうの協力を得て、９月より毎月１回、団地に入居し

ている被災者と近隣住民との関係づくりに向けた交流会を行った。 

・沿岸出身の姉体地区在住者の交流会 

市外からの避難者が集中する地域での交流サロン等の立ち上げに向けた支援

に取り組んだ。 

【第１回】期日：平成 29年８月 29日（火）   参加者 12名 

   【第２回】期日：平成 29年 10月 26日（木）  参加者９名 

   【第３回】期日：平成 29年 12月 19日（火） 参加者 13名 

   【第４回】期日：平成 30年２月 20日（火）  参加者９名 

 ・石田雇用促進住宅交流会（水沢） 

   傾聴ボランティアおうしゅう、対象者の出身地である役所担当課の協力を得

て、１月から月１回、交流会を実施。孤立や健康不安、住居などの課題解消に向

けた支援に取り組んだ。 

・いわてふるさと交流会・岩手県内陸避難者交流会 

ＮＰＯいなほとの共催により内陸避難者交流会を開催した。 

実施日：平成 30年 1月 26日(金) 

会 場：花巻市交流会館  

   参加者：約 100 名 

   内 容：交流会、ホープラザ利用者による踊り披露 など 

(3) 関係機関との連携 

・ホープラザをはじめとする市内被災者支援団体・機関への協力 

・市内被災者支援団体・機関主催事業等への参加 

・市との連携による被災者への灯油券の配布（31世帯対象） 
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歳末たすけあ

い運動配分事

業 

全市 「生活困難世帯への支援」のため激励金支給と「地域の絆を深める行事」等への地

域づくり活動助成を行い、年末年始の地域の助け合い運動に取り組んだ。 

 

＊激励金給付 

・奥州市全域  世帯数  999世帯   給付金額 9,200,000 円 

項 目 単価区分 
激励金 

金額 

世帯数 
合計額 

加算人数 

生活困難なひとり暮ら

し高齢者世帯 
世帯給付 8,000 円 290 世帯 2,320,000 円 

生活困難な高齢者世帯 
世帯給付 8,000 円 54 世帯 

488,000 円 
人員加算 1,000 円 56 人 

生活困

難な介

護を要

する者

がいる

世帯 

寝たきり・認

知症高齢者 

世帯給付 8,000 円 90 世帯 
916,000 円 

人員加算 1,000 円 196 人 

障がい者 
世帯給付 8,000 円 137 世帯 

1,374,000 円 
人員加算 1,000 円 278 人 

難病 
世帯給付 8,000 円 11 世帯 

106,000 円 
人員加算 1,000 円 18 人 



 

№ 事  項 区分 内    容 

生活困難な母子・父子世

帯） 

世帯給付 8,000 円 256 世帯 
2,479,000 円 

人員加算 1,000 円 432 人 

その他の生活困難世帯 
世帯給付 8,000 円 157 世帯 

1,477,000 円 
人員加算 1,000 円 221 人 

災害被災世帯 世帯給付 10,000 円 4 世帯 40,000 円 

合   計 
世帯給付 

－ 
999 世帯 

9,200,000 円 
人員加算 1,200 人 

 

＊地域づくり活動助成 

・奥州市全域  助成件数   194件   助成額 2,510,321 円 

助成対象 
合計額  

件数 配分額 

①高齢者、障がい者等に対する生活支援活動（家

事援助、買い物、除雪支援等） 
10 件  194,000 円  

②子ども、高齢者等の地域住民が交流するいきい

きサロン活動 
142 件 1,422,321 円 

③地域づくりのために住民相互で支えあう活動 22 件 420,000 円 

④子どもの健全育成を促すための学習支援、子ど

も食堂等の活動 
5件 90,000 円 

⑤母子寡婦や障がい者等の福祉団体を活性化する

ための交流活動 
15 件 384,000 円 

⑥その他生活困難世帯を支援する活動 0件 0円 

合  計 194 件 2,510,321 円 

 

共同募金配分金により、罹災者に対する支援活動状況 

＊災害等支援活動／災害見舞金の交付 ５件 90,000円 

12 

ふれあい昼食

サービス事業 

前沢 

・ 

胆沢 

ボランティアと協働でひとり暮らし高齢者への会食による昼食サービスを行うこ

とで社会参加を促進 

＊ひとり暮らし高齢者会食の会 

 開催回数 12回  参加者数 303人 ボランティア数 66人 

 協力団体 食生活改善推進協議会５団体 

＊会食型給食サービス「えびす会」 

 開催回数 11回 (第３木曜日) 参加者数 201人 ボランティア数 139 人 

保育園児との交流、押し花等の製作活動や健康づくりの研修会を併せて実施。 

 

13 

金婚を祝う会

開催事業 

全区 結婚 50 周年の方々が一堂に参集して、互いに歩んだ道のりを祝福し、今後も健康

で生きがいをもち続け、地域の中で活躍されることを願って開催した。 

＊結婚 50年（昭和 42年結婚）を迎えた夫婦 

区分 開催日 開催場所 参加者等 

水沢 ６月１日 プラザイン水沢 35 組 70 人 

江刺 ５月26日 ホテルニュー江刺新館イーズ 40 組 80 人 

前沢 11月９日 サン・フレックス ９組 18人 

胆沢 11月22日 ひめかゆ ７組 14人 

衣川 ９月９日 各地区敬老会開催会場 １組 02人 

    
 



 

№ 事  項 区分 内    容 

14 

敬老会開催事

業 

水沢 

・ 

江刺 

地域と協働で、敬老精神によるお祝い会を開催した。また、地域で開催する敬老会

には要請に応じて支援をした。 

＊昭和 16年４月１日以前に出生した方を対象に開催。 

 ・水沢区 

    期 日  平成 29年９月６日から９月 24日まで 

    会 場  区内８地区（南地区・常盤地区は町内）と７カ所の高齢者福祉施

設を会場に実施 

対象者  8,303人  出席者 2,823人（34.0％） 

目標値 出席率 37.0％・達成率 91.9％ 

 ・江刺区 

  期 日  平成 29年９月９日（土）から 18日（月）まで 

    会 場  区内 10地区（岩谷堂地区は自治会ごと）を会場に実施 

対象者  5,498人  出席者 2,262人（出席率 41.1％） 

目標値 出席率 43.0％・目標達成率 95.0％ 

 

15 

老人の日・ 

老人週間事業 

胆沢 子どもたちの敬老と感謝の心を育むことを目的とし、区内児童や保育園児にに福祉

はがきを配布し、「老人の日・老人週間」お便り運動を奨励した。 

・標  語    「みんなで築こう 安心と活力ある健康長寿社会」 

・運動期間   平成 29年９月 15日から 21日まで 

・はがき交付数 142枚 

 

16 

地域ニーズ対 

応事業 

水沢 在宅介護者の集いや地区センター等を主会場として、住民のコミュニケーションづ

くりの事業など地域特性やニーズに対する事業を実施。 

＊水沢区 

内  容 実施地区等 回数 参加者数 

ひとり暮らし高齢者を対象にした 

会食型の昼食サービス事業 
７地区 7回 延 291 人 

支部役員・ご近所福祉スタッフ合同研修

会 
南地区 1回 126 人 

応急手当講習会 

住民のくらしと意識に関する調査報告と

検討会 

常盤地区 1回 40 人 

ほっとサロン 佐倉河地区 2回 50 人 

ふれあいシルバーサロン 

（高齢者の会食、交流） 
真城地区 4回 延 73人 

町内会単位で取り組む小地域ネットワー

ク事業学習会 
姉体地区 1回 47 人 

シルバーフェスティバル 

（小学生と高齢者の交流） 
羽田地区 1回 39 人 

まざらん会（ふれあい交流、昼食会） 黒石地区 1回 15 人 
 

17 

高齢者いきい

き事業 

水沢 元気な高齢者を対象に社会参加の機会提供と生きがいづくりのために、思い出パー

トナー事業（回想法）などの事業を開催。 

＊回想法を用いた事業を実施した。勉強会等を行い、事業運営ボランティアの知識の

習得、技術の研鑽を行った。 

・みんなで思い出を語りあう会 

 開催回数６回 参加人数延 50人 ボランティア延 30人  



 

№ 事  項 区分 内    容 

・思い出を語りあう会同窓会 

 開催回数 1回 参加人数 14人 ボランティア 5人 

・水沢思い出パートナー特別版（高齢者施設・サロンへの訪問） 

施設・会場等 回数 参加人数 ボランティア 

立町サロン 1 16 5 

第４区サロン（梁川） 1 24 5 

・思い出カフェ～モコちゃん～への協力 

 

18 

おげんきみま

もりシステム

による安否確

認 

江刺 市民相互のたすけあいの仕組みづくりのため、県のモデル事業を受託し、地域と連

携した取り組みを推進した。 

江刺区の要援護者を対象に、岩手県社会福祉協議会のＩＣＴ（情報通信技術）を用

いて毎日の安否確認をし、緊急時や必要な生活支援に対応できる地域の支え合い活動

につなげた。 

おげんきさん（ひとり暮らし高齢者） 登録者 14世帯 

 

19 

障がい者事業 江刺 障がい者の日記念事業として、障がい者や家族、市民との交流の場として、ふれあ

い演芸会を開催した。 

 期日 平成 29年 12月２日（土） 

会場 江刺総合コミュニティセンター  参加人数 300 人 

 

20 

子どもの遊び

場・愛の鐘の点

検・整備事業 

前沢 ＊共同募金配分金により整備を行った遊び場（15 ヵ所）を地域住民主導で点検・整

備を進め、子どもの遊び場の安全確保を図るとともに、損害賠償保険の援助を行っ

た。 

＊地域と連携して青少年の健全育成と情操豊かな明るいまちづくりを目的に、昭和

46年から区内に設置している愛の鐘（５カ所）の運営を行った。 

 

 

 

４ ボランティア活動の推進 
 

№ 事  項 区分 内   容 



 

1 

奥州市ボラン

ティア・市民活

動センターの

運営 

全市 ボランティア情報の提供や活動拠点としてのボランティアルームの開設、ボラン

ティア登録事業などを通じ、啓発と活性化の推進、ボランティア団体の支援をした。 

 

＊ボランティア研修の実施／調査研究・情報提供／相談・援助／コーディネート／

ボランティア保険等の加入促進／民間活動資金の紹介／ボランティアのつどい等

の開催 

 

＊奥州市ボランティア・市民活動センター運営委員会の開催 

 ・第 1回運営委員会 平成 29年５月 25日（木） 出席者６人 

  平成 28年度事業報告及び平成 29年度事業計画（案） 

 ・第 2回運営委員会 平成 29年 12月 11日（月） 出席者８人 

  平成 29年度事業中間報告及び平成 30年度事業計画（案） 

 

＊講座・研修会の実施 

内 容 等 開催日 参加数 

動画編集ボランティアステップアップ

講座① 
平成 29年５月 16日（火） ５名 

 

 
 

№ 事  項 区分 内   容 

１ 

奥州市ボラン

ティア・市民活

動センターの

運営 

全市 内 容 等 開催日 参加数 

手話奉仕員養成講座（基礎課程） 
平成 29 年５月 30 日～11 月

21日（毎週火曜日・全 25回） 
12 名 

動画編集ボランティアステップアップ

講座② 
平成 29年６月 29日（木） ４名 

おうしゅうソーシャルキャンプ 2017 

【映画館コース】 
平成 29年８月 19日（土） 40 名 

車椅子レクダンス養成講座 体験教室 平成 29年８月 30日（水） ３名 

車椅子レクダンス養成講座 平成 29年９月 20日（水） ３名 

パソコン点訳初級講習会 
平成 29 年９月 30 日～10 月

28日（毎週火曜日・全４回） 
６名 

音声訳ボランティア初級講習会 
平成 29年 10 月３日～24日 

（毎週火曜日・全４回） 
８名 

おうしゅうソーシャルキャンプ 2017 

【秘密基地コース】 
平成 29年 10 月 7日（土） 39 名 

社会貢献活動研究フォーラム 平成 29年 11 月 11日（土） 30 名 

メイクボランティア養成講座 平成 29年 11 月 25日（土） 10 名 

おうしゅう福祉大学 2017 
平成 29年 12 月１、８、15

日（毎週金曜日・全 3回） 
33 名 

福祉学習サポーター養成講座 平成 30年３月 19日（月） 28 名 

水沢ボランティア連絡協議会研修会 平成 29年６月 22日（木） 22 名 

前沢ボランティア連絡協議会研修会 平成 29年 10 月 16日（月） 20 名 

胆沢ボランティア連絡協議会交流・研修

会 
平成 29年６月 29日（木） 15 名 

衣川ボランティア連絡協議会 

研修会・視察研修 

  

平成 29年５月 29日（月） 27 名 

平成 29年７月７日（金） 17 名 

平成 29年 10 月 24日（火） 16 名 

 



 

№ 事  項 区分 内   容 

＊ボランティア相互交流やつどいの開催 

内 容 等 開催日 参加数 

奥州市で暮らし続けるためのボランティ

アの集い 
平成 29年７月 22日（土） 150 名 

集まれ！難聴者・中途失聴者 

「新春筆談交流会」 
平成 30年１月 21日（日） 13 名 

江刺ボランティアの集い 平成 30年３月 18日（日） 49 人 

前沢ボランティアのつどい 平成 30年２月６日（火） 93 人 

胆沢ボランティアのつどい 平成 30年３月 23日（金）  66 人 

 

＊ボランティアフェスティバル、福祉まつり等の各種イベント 

内 容 等 開催日 参加数 

水沢区ボランティアフェスティバル 平成 29年 10月 15日（日） 500 人 

ヒロノ福祉パーク祭／夢灯り IN江刺 平成 29年８月５日（土） 500 人 

夢あかり inまえさわ 平成 29年８月 16日（水） 5,000 人 

いさわ福祉まつり 平成 29年 10月 28日（土） 400 人 

 

＊ボランティア・市民活動に関する情報発信 

 ・ホームページ及びおうしゅう福祉だよりに掲載 

 ・胆江日日新聞への情報提供（第２日曜日） 

 ・新聞、ラジオ、ケーブルテレビへの情報提供と取材協力（随時） 

 ・奥州ゆいっこ人材名鑑の登録推進と配布 

  様々な特技を持つ市民を人材名鑑に掲載し、学校等からの要請に応じ、講師等

紹介する仕組み 

  登録者：67人 派遣回数 31回 

 ・福祉ボランティア（短期参加型）の登録派遣事業 

  Ｅメールやメールマガジンによる情報配信により、福祉イベント等に気軽に参

加し社会貢献できる仕組み 

  登録者：47人、延派遣回数９回、延参加者数 10人 

 ・ありがとうボランティア協力店普及事業 

  奥州市ボランティア連絡協議会と協働で、外出しての買い物が困難なひとり暮

らし高齢者や障がい者世帯の方々に食料品等自宅までお届けし声かけを行う安

心サービスの提供 協力店：97店舗 

 

＊ボランティアの登録状況、活動支援 把握 

 ・ボランティアの登録状況 

区 分 個人ボランティア 
ボランティア団体 

団体数 所属人数 

本 所 47 人 ３団体 123 人 

水沢区 0人 22 団体 796 人 

江刺区 30 人 18 団体 1,030 人 

前沢区 41 人 18 団体 952 人 

胆沢区 1人 7 団体 81 人 

衣川区 7人 9 団体 213 人 

合 計 
126 人 

(28 年度 197人) 
77 団体 3,195 人 

 



 

№ 事  項 区分 内   容 

・ボランティア保険加入状況 

区 分 Ａプラン Ｂプラン 
災害 

Ａプラン 

災害 

Ｂプラン 
合 計 

本 所 1,255 人 １人 141 人 3 人 1,400 人 

水沢区 410 人 13 人 8人 1人 432 人 

江刺区 78 人 0人 23 人 0人 101 人 

前沢区 274 人 0 人 20 人 0人 294 人 

胆沢区 377 人 0 人 0人 １人 378 人 

衣川区 119 人 0 人 １人 3人 123 人 

合 計 2,513 人 14 人 193 人 8 人 2,728 人 

 

・民間活動資金の紹介や助成状況 

助成金名 団体数 交付金額 

被災地住民支え合い活動助成 1団体 270,000 円 

高齢者、障害者等の支援を目的とするボ

ランティア活動に対する助成 
1団体 171,000 円 

ユニベール財団特定活動助成 1団体 300,000 円 

奥州市市民提案型協働支援事業 1団体 100,000 円 

長澤基金 2団体 160,000 円 

合 計 6 団体 1,001,000 円 
 

2 

災害・復興ボラ

ンティア派遣

支援事業 

全市 ＊奥州市災害復興ボランティアセンター活動状況 

少人数会員制の災害救援サポーター「奥援隊」は 32人の会員登録により支援活

動を継続。 

平成 29 年７月 22 日の秋田県豪雨災害の復興支援を目的とし、秋田県大仙市へ

奥援隊を派遣した。 

・災害救援サポーター「奥援隊」の活動状況 

 実施回数 派遣回数 

平成 29年度 1回 6人 

平成 25～28年度 87 回 441 人 

計 88 回 447 人 
 

3 

除雪支援活動

等 

全区  ひとり暮らし高齢者等を対象とした支援 

区 分 名 称 等 対象世帯数 活動人数 

江刺区 ハッピーサンタ大作戦 44 世帯 201 人 

前沢区 それいけ！サンタ大作戦 23 世帯 98 人 

胆沢区 ハローサンタ大作戦 ７世帯 54 人 

衣川区 衣川スノーバスターズ 27 世帯 275 人 
 

4 

ボランティア

協力校推進事

業 

全市 市内の幼稚園・保育園、小学校、中学校、高等学校等を指定し、福祉活動への参

加や協力などを推進。 

＊高齢者等の交流やボランティア活動を通じ「福祉の心」を育むことを目的に、ボ

ランティア協力校・モデル校の指定し、事業費補助金の交付し活動を推進 

区 分 一般指定校 モデル指定校 合 計 

幼稚園・保育園 20 0 20 

小学校 26 0 26 

中学校 6 0 6 

高等学校 1 2 3 



 

№ 事  項 区分 内   容 

短大等 1 0 1 

合 計 54 2 56 

目標値 一般指定校 65校・達成率 86.1％ 

＊ボランティア協力校事業説明会 

  期 日：平成 29年４月 24日（月） 

  会 場：奥州市総合福祉センター 

  対 象：市内保育所や幼稚園、小・中学校等のボランティア教育担当者 

  参加者：38人 

  内 容：研修、事例紹介、事業説明会 

・研修 

講演「今求められている福祉教育について」 

講師 岩手県立大学社会福祉学部  准教授  佐藤哲郎 氏 

・事業説明会及び情報交換会 

 

＊福祉教育推進セミナー 

  期 日：平成 30年１月 17日（水） 

  会 場：奥州市総合福祉センター 

対 象：市内保育所や幼稚園、小・中学校等のボランティア教育担当者 

参加者：34名 

内 容：基調講演、グループワーク 

・基調講演 

     講演 「ふくし」って、なーに？～さまざまな角度から福祉を考える～ 

        講師 文部科学省初等中等教育視学官 矢幅清司 氏 

     ・グループワーク 

      テーマ 「奥州市で目指す福祉教育の姿」 

5 

体験講座・ 

ワークキャン

プ 

各区 ＊市内各学校の総合学習（キャップハンディ体験等）の支援 

 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 計 

派遣回数 9回 4 回 2回 3回 1回 19 回 

（主な内容） 

障がい当事者による講話、車いす・点字・手話・白杖・高齢者疑似体験、物品

の貸出、ゆいっこ人材名鑑登録者の派遣（前沢中） 

6 

収集ボランテ

ィア活動 

前沢 モデル的活動として、実行委員会を組織しペットボトルキャップの収集リサイク

ル支援の運動を展開した。 

＊広く市民がペットボトルキャップを収集・リサイクルすることで、二酸化炭素の

発生抑制による「地球環境を改善する運動」とキャップの再資源化の売却益によ

る「世界の子どもにワクチンを寄贈する活動」に寄与することを目的に実施 

・収集実績 238件 数量 2,360kg 約 1,180,000 個 売却益金 2,548 円 

ワクチン 約 127 人分 ボランティア参加延人数 98人 



 

№ 事  項 区分 内   容 

7 

地域の特徴的

活動等 

各区 テクノボランティア活動／車いすフレンズ／書き損じはがき活用事業、高齢者等

電気設備点検／ひざかけプレゼント行動、握手の輪拡大運動事業／環境美化活動／

イオンデー「イエローレシート」キャンペーン参加など地域特性を生かしたボラン

ティア活動を推進した。 

 

＊水沢工業高等学校テクノボランティア 

 協力者数 ６人 対象世帯 34世帯 

＊書き損じはがき・使用済み切手収集活動 

 収集実績 水沢 はがき：550枚、切手：6958ｇ、プリペイドカード：0枚 

      胆沢 はがき：185枚 

＊「握手の日」ボランティア週間 

 期 日：平成 29年 10月 22 日（日）から 10月 28日（土）まで 

会 場：江刺区内各施設等 参加報告者数：878人 

＊ジュニアスター☆サマーボランティア 

 期 日：平成 29年８月 3日（木）、20日（日） 

参加者：15人 

 

 

５ 福祉サービス利用支援事業 
 

№ 事  項 区分 内   容 

1 権利擁護あん

しんセンター 

奥州

市・ 

金ケ

崎町 

障がいや高齢等により判断能力が十分でない方などが安心した生活がおくれるよ

う、福祉サービス利用のための相談や支援を行い、権利を擁護する取り組みを行っ

た。 

 

＊日常生活自立支援事業 

専門員２人を配置し、生活支援員 33人の援助活動により、福祉サービスの利用

支援、日常的金銭管理サービス、通帳書類等預かりサービス、相談・訪問活動を

行った。 

・相談援助件数 1,502件  

認知症 知 的 精 神 その他 

494 件 477 件 531 件 0 件 

 ・契約締結件数  13件（平成 29年度）うち生活保護世帯 2件 

認知症 知 的 精 神 その他 

4件 5件 4件 0件 

 ・契約終了件数  12件 

認知症 知 的 精 神 その他 

5件 5件 2件 0件 

 ・実利用人数  110人 

認知症 知 的 精 神 その他 

32 件 35 件 43 件 0件 

＊相談内容  合計 1,733 件 

福祉サービスの手続き 130 件 日常的な金銭管理  596 件 

書類等の預かり 31 件 保健サービスの手続き 3件 

医療に関する事項 67 件 福祉サービスに関する事項 149 件 

今後の生活設計 118 件 本事業に関する問合せ 7件 

成年後見に関する事項 8件 その他 624 件 



 

№ 事  項 区分 内   容 

 

＊会議研修の開催 

・日常生活自立支援事業生活支援員・心配ごと相談員合同研修会 

（４月 11日、９月６日） 

・日常生活自立支援事業関係機関等連絡会議（11月 24 日） 

 ・日常生活自立支援事業情報交換会（11月８日、11月 16日、11月 22日） 

 

＊成年後見制度の取組み 

相談員１人を配置し、成年後見制度の利用支援と法人後見の受任による不動産

や預貯金等の財産管理、契約の代行、身上監護等を行った。 

 ・円滑に法人後見実施を進めるために運営委員会を開催した。 

＊法人後見運営委員会 

     実施日：平成 29年７月 13日（木） 13名 午後 1時 30分 

         平成 29年 12 月 6日（水） 13 名 午後 1時 30分 

    会場：奥州市総合福祉センター 

・申立て支援 4件 法人後見事業で後見受任 4件（内１名死亡）、補助受任 1件 

・成年後見申立ての相談対応 

 

＊啓発事業の実施 

「くらしとこころの総合相談会」 

「仕事がない、家計が苦しい生活困窮者」や「認知症や障害により金銭や財産

管理の困難な方の相談」など重点とし、関連する「こころの病気」や「借金」「子

育て問題」など悩みごとに対応した総合相談会を新規で開催した。 

【第１回相談会】 

・実施日：平成 29年９月 22日（金） 

・会 場：奥州市文化会館・中ホール 

・相談員：16名（弁護士、消費者信用生協、ハローワーク、県福祉人材センター、

子育て支援機関、こころの相談、くらし安心応援室、権利擁護あんしんセンター） 

・相談受付件数：38 件（財産管理等に関する法律相談 18 件、成年後見１件、生

活困窮支援相談 4件、こころの相談 5件、仕事相談 5件、子育て相談 1件、介護

と生活 4件） 

【第２回相談会】 

・実施日：平成 30年３月１日（木） 

・会 場：奥州市文化会館・中ホール 

・相談員：17名（弁護士、消費者信用生協、ハローワーク、県福祉人材センター、

子育て支援機関、こころの相談、くらし安心応援室、権利擁護あんしんセンター） 

・相談受付件数：41件（財産管理等に関する法律相談 17件、、生活困窮支援相談

3件、こころの相談 10件、仕事相談 5件、子育て相談 1件、介護と生活 4件、障

がい者の就労支援相談１件） 

 

2 生活困窮者自

立相談支援事

業 

奥州

市・ 

金ケ

崎町 

(奥州市・金ケ崎町生活困窮者自立相談支援事業) 

奥州市民及び金ケ崎町民を対象に経済的に困窮し、最低限度の生活維持ができな

くなる恐れのある人に対し、相談者に寄り添う伴走型の相談援助を行った。 

 

 奥州市 金ケ崎町 

①新規相談受付件数 271 件 21 件 

②プラン作成件数 
101 件 

(うち再プラン策定 24件) 

14 件 

(うち再プラン策定 1件) 



 

№ 事  項 区分 内   容 

③支援終結件数 
65 件 

(うち一般就労 27件) 

9 件 

(うち一般就労 3件) 

④支援調整会議開催

回数 
24 回 4回 

 

（奥州市生活困窮者就労準備支援事業） 

生活困窮者が困窮した状態から早期に脱却することを支援するため、本人の状況

に応じて、日常生活自立支援、社会生活自立支援若しくは就労自立支援を提供し、

一般就労へ結びつく着実な支援体制を構築することに取り組んだ。 

・新規就労準備支援業務対象者 ４件 

・実施プログラム７種類 195 回開催 延べ 219名参加 

区  分 回数 参加者数(延べ) 

①カウンセラー面接相談 13 回 18 人 

②軽作業 22 回 24 人 

③対人トレーニング 14 回 19 人 

④パソコン練習 79 回 90 人 

⑤その他自主学習 10 回 11 人 

⑥福祉施設ボランティア/２ヶ所 57 回 57 人 

 

（奥州市被保護者就労準備支援事業） 

一般就労を実現できるよう支援し、自立の促進をすることに取り組んだ。 

・新規就労準備支援業務対象者 ６件 

・実施プログラム６種類 延べ 156 名参加 

区  分 参加者数(延べ) 

①カウンセラー面接相談 ３人 

②軽作業 ４人 

③対人トレーニング 52 人 

④パソコン練習 83 人 

⑤調理自習 ６人 

⑥就労体験 ８人 

 

（無料職業紹介所設置運営事業） 

 職業斡旋事業 

・求人 ５件、 紹介 なし 

 

（フードバンク運営事業） 

何らかの理由で生活が困窮した状態になり、当面の食料がない世帯に対し、企業

及び市民から募った食品を提供した。 

・受付件数 172件 

・提供件数 世帯へ提供 82件(180 名)  

 

（家族食堂事業） 

様々な理由で困窮している世帯に対し、飲食店経営者の理解を得ながら、食事を

提供することで、経済的な支援や社会参加の機会を提供し、自立支援につなげてい

くことを目指し事業を実施した。 

・家族食堂協力店舗 ６店 

・協賛企業及び団体 ４団体 

・提供件数 世帯へ提供 12件（18,000 円） 

 



 

№ 事  項 区分 内   容 

3 生活福祉資金

貸付事業 

全市 岩手県社会福祉協議会の受託で、要支援者を対象に、生活福祉資金の貸付による

更生援助を支援 

＊貸付調査会開催／世帯の自立支援／目的資金の貸付受付及び進達／実態把握／償

還指導 

・生活福祉資金貸付状況         ・離職者支援資金 

区 分 件 数 金 額  区 分 件数 金 額 

貸付状況 28 件 12,271,000 円  貸付状況 ― ― 

貸付累計 307 件 229,602,391 円  貸付累計 5件 5,827,125 円 

償還状況 2,300 件 16,708,414 円  償還状況 6件 60,000 円 

滞納状況 190 件 21,472,136 円  滞納状況 5件 2,274,203 円 

・総合支援資金 

区 分 件 数 金 額 

貸付状況 0件 0 円 

貸付累計 74 件 33,201,148 円 

償還状況 358 件 1,465,520 円 

滞納状況 58 件 28,569,614 円 
 

4 たすけあい資

金事業 

全市 生計維持困難な支援者を対象に、たすけあい資金の貸付による更生援助を支援 

＊小口の生活福祉資金貸付と生活支援 

＊貸付金５万円まで／無利子 

・たすけあい資金貸付状況 

貸付件数 貸付金額 償還金額 
 

46 件 1,604,000 円 1,939,372 円 

滞納件数 滞納金額 貸付累計件数 未償還金額 

53 件 1,751,531 円 64 件 2,104,531 円 

・家庭訪問償還指導 

訪問世帯 訪問件数 訪問日数 

68 件 27 件 36 日 

面談件数 償還件数 償還金額 

57 件 3件 23,071 円 

＊たすけあい資金不能欠損処理 5件 115,000 円 

 



 

№ 事  項 区分 内   容 

5 ファミリーサ

ポートセンタ

ー事業 

 

全市 育児の支援を受けたい人と、支援を行える人が会員登録をし、安心して子育てが

できる育児の相互援助を行った。  

会員数 

 

 

 

 

 

年間活動件数 

活 動 内 容 件 数 

１ 保育施設（保育所・幼稚園）の保育開始時や保育終了後の

子どもの預かり 
308 件 

２ 保育施設（保育所・幼稚園）への送迎のみ 141 件 

３ 放課後児童クラブ終了後の子どもの預かり 11 件 

４ 放課後児童クラブへの迎えのみ 139 件 

５ 学校の放課後の子どもの預かり 98 件 

６ 冠婚葬祭や他の子どもの学校行事の際の子どもの預かり 7件 

７ 買い物等外出の際の子どもの預かり 27 件 

８ 病児・病後児の預かり 30 件 

９ 保護者の短時間・臨時的就労の場合の援助 242 件 

10 子どもの習い事の送迎 162 件 

11 保護者の病気・その他急用の場合の援助 17 件 

12 複数の子どもがいる場合の援助（きょうだい） 22 件 

13 学校への送迎 4件 

合    計 1,208 件 
 

おねがい会員  976名 

まかせて会員  284名 

どっちも会員  141名 

合  計 1,401名 

6 福祉関係団体

支援 

全市 

･ 

各区 

各種団体機関と連携協働し、会員拡大のための周知協力をするとともに、団体の

活動を支援した。 

 

＊関係団体支援の状況 

福祉団体名 本所 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 

1 老人クラブ   ○    

2 身体障がい者会   ○   ○ 

3 育成会      ○ 

4 民生委員協議会 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 

5 民生ＯＢ会  ○ ○    

6 遺族連合会   ○    

7 ボランティア連

絡協議会 
◎ ○ ○ ○  ○ 

                         ◎は、奥州市の組織 

7 福祉バス運行

事業 

全市 

 

地域福祉事業の活性化と福祉団体等活動支援のため４台の福祉バスを運行した。 

  運行回数 203 回   利用人数 4,609 人 

 



 

№ 事  項 区分 内   容 

8 障がい者地域

生活支援事業 

水沢 障がい者総合支援法に基づく障がい者の地域生活支援の事業に取り組んだ。 

 

(1) 自発的活動支援事業 

 ・ゆったりサロン  参加者延 238 人 

  期日：平成 29年４月から平成 30年３月まで（毎月第３土曜日） 

  会場：奥州市総合福祉センター 

(2) 手話奉仕員養成研修事業 

 ・手話奉仕員養成講座  修了者 12人 延 321 人 

  期日：平成 29年５月 30日（火）から 11月 21日（火）までの 25回  

  会場：奥州市総合福祉センター 

 (3) 移動支援事業（ボランティアによるおでかけサポート） 

   運行回数：40回 車両貸出回数：１回 

ボランティア登録者：2人  利用者：5人 

(4) 日常生活支援事業 

 ・料理教室  参加者 12人 延 69人 

  期日：平成 29年５月 26日から平成 30年 11月 24日まで（金曜日）の全７回 

  会場：奥州市総合福祉センター 

 ・カラオケ教室 参加者 15人 

  期日：平成 30年２月 23日（金） 

  会場：奥州市総合福祉センター 

(5) 社会参加支援事業 

 ・パソコン点訳講習会  参加者６人 延 28人 

期日：平成 29年９月 30日（土）から 10月 28日（土）までの全４回 

  会場：奥州市総合福祉センター  

 ・音声訳ボランティア初級講習会  参加者 8人 延 18人 

  期日：平成 29年 10月３日（火）から 10月 24日（火）までの全４回 

  会場：奥州市総合福祉センター 

 (6)自発的活動支援事業 

 ・集まれ！難聴者・中途失聴者～新春筆談交流会～ 

  期日：平成 30年１月 21日（日） 参加者 13名 

  会場：奥州市総合福祉センター 

 

9 地域活動支援

センター事業 

（障がい者デ

イサービス） 

水沢 障がい者のためのデイサービス事業 

＊カラオケ、手芸などの機能維持、創作活動 

＊週５日（月～金）／定員１日 10人 

開設日数 239 日 1 日平均利用人数 3人 

月平均利用人数 63 人 月平均登録人数 18 人 

延利用人数 762 人   

目標値 利用者数 960 人・達成率 79.3％ 

 

10 胆江地区広域

交流センター

の管理事業 

 

水沢 水沢区佐倉河仙人地内のごみ焼却熱利用の風呂、温水プール、体育施設等の保養

所「胆江地区広域交流センター」の管理運営。 

・大人 300 円／子ども 100 円／障がい者割引有／月曜休館 

 利用状況 

 区 分 利用者数 区 分 利用者数 

水沢区 32,233 人 衣川区 161 人 

江刺区 8,850 人 金ヶ崎町 2,969 人 

前沢区 2,712 人 その他 1,715 人 



 

№ 事  項 区分 内   容 

胆沢区 1,909 人 合 計 50,549 人 

（前年比 100.8％） 

目標値 利用者数 50,000 人・達成率 101.1％ 

 

11 外出支援サー

ビス事業 

前沢 

胆沢 

衣川 

高齢者・障がい者等を対象に、ボランティアによるリフト付き車両の運行を行い、

通院・公共施設への外出支援を行った。（福祉有償輸送許可事業） 

＊利用内容 通院、買い物、諸手続き、会議など 

区 分 前沢 胆沢 衣川 合計 

利用登録人数 12 人 15 人 9人 36 人 

利用回数 316 回 63 回 154 回 533 回 

ボランティア登録者数 11 人 13 人 4人 28 人 

＊外出支援ボランティアの養成（福祉有償運送運転者講習受講） 

 受講者：３人 

 

12 屋内ゲートボ

ール場の設置

経営（すぱーく

胆沢） 

胆沢 ゲートボールに親しむことで生涯スポーツの振興を図り、生きがいづくり、仲間

づくりのふれあいの場としての屋内ゲートボール場を設置経営 

利用日数 76日  利用件数 76件  利用延人員 3,673 人 

 

13 車いす無償 

貸出し事業 

全区 貸出し状況 

水沢区 江刺区 前沢区 胆沢区 衣川区 合計 

60 件 49 件 26 件 25 件 ７件 167 件 
 

 

 

６ 介護保険事業の推進 

 

№ 事  項 区分 内   容 

1 

居宅介護支援

事業 

全市 介護保険の認定を受けた方のケアプラン作成を行い、介護保険制度を円滑に利用

できるよう支援した。   

 

＊介護給付 月平均利用人数 124人 年間件数 1,491件 

目標値 1,608件・達成率92.7％ 

＊介護給付費 22,953,000円     目標値 25,008,000円・達成率91.8％ 

＊予防給付 月平均利用人数  42人 年間件数  500件 

目標値 528件・達成率94.7％ 

＊予防計画費  2,213,000円     目標値 2,328,000 円・達成率 95.1％ 

 



 

№ 事  項 区分 内   容 

2 

通所介護事業 

 

全市 ＊デイサービスセンターだいしの園  1日の利用定員 18人 

 

開設日数 257 日  

月平均利用人数 49 人  

延利用人数  3,876人  

1 日平均利用人数 15 人  

介護予防・総合事業（要

支援） 
1,251 人 

目標値 7,121,875円 

達成率 94.1％ 

介護予防料収入 6,705,139 円 

介護給付（要介護） 2,619 人 目標値 20,634,125円 

達成率 109.6％ 介護料収入 22,623,714 円 

 

＊胆沢デイサービスセンター  1日の利用定員 30人 

開設日数 257 日  

月平均利用人数 97 人  

延利用人数 6,542 人  

1 日平均利用人数 25.5 人  

介護予防・総合事業（要

支援）  
1,822 人 目標値 12,537,000円 

達成率 80.2％ 
介護予防料収入 10,063,949 円 

介護給付（要介護） 4,720 人 目標値 47,308,000円 

達成率 94.0％ 介護料収入 44,514,801 円 
 

3 

訪問介護事業 

 

ヘルパーサー

ビス「げんき」 

全市 介護保険の認定を受けた方、障がい者、要介護認定で自立となった高齢者の在宅

生活の家事支援や身体の介護を行った。 

 

＊介護保険訪問介護事業 

サービス提供日数 365 日  

提供件数 25,604 件 要介護 16,665 件、要支援 8,939 件 

月平均利用人数 199 人 要介護  88人、要支援 111 人 

月平均提供件数 2,134 件 要介護 1,389件、要支援 745 件 

１日平均提供件数  70 件 要介護   46件、要支援 24 件 

介護料収入 53,008,975 円 
目標値 60,708,000円 

達成率 87.3％ 

介護予防料収入 26,207,424 円 
目標値 22,032,000円 

達成率 119.0％ 

 

＊障がい者訪問介護事業 

提供件数 9,512 件  

月平均利用人数 87 人  

月平均提供件数  793 件 目標値 31,032,000 円 

達成率 105.4％ 事業収入 32,706,116 円 

 

 



 

№ 事  項 区分 内   容 

4 

訪問入浴介護

事業 

 

全市 介護保険の認定を受けた高齢者が家庭での入浴が困難なために訪問入浴車による

入浴の援助を行った。なお、利用者の著しい減少により、平成 30年 1月から事業を

休止し、今年度末で事業の廃止を行った。 

＊介護保険訪問入浴介護事業 

提供件数 336 件  

月平均利用人数 9人  

月平均提供件数  37 件 目標値 4,930,200円 

達成率 89.0％ 介護料収入 4,385,677 円 

   
 

5 

小規模多機能

型居宅「あす

も」 

前沢 小規模施設において「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅へ

の「訪問」を組み合わせ、家庭的な環境と地域住民との交流の中で日常生活上の支

援や機能訓練を行った。  

 

＊利用登録定員 24人 １日の定員 通所 12人、宿泊５人 

登録者数 24 人  

延利用人数 271 人  

月平均利用人数 22.5 人  

地域密着型介護料 41,529,770 円 
目標値 42,680,000 円 

達成率 97.3％ 

利用料等収入 8,491,300 円 
目標値 7,535,000 円 

達成率 112.6％ 
 

6 

いさわ高齢者

複合施設「じゅ

あんの園」 

胆沢 認知症対応型グループホームと認知症対応型デイサービスセンターの複合型施設

の運営を行った。  

 

＊グループホームじゅあんの園  定員９人×２ユニット 18人 

延利用人数 218 人  

月平均利用人数 18 人  

地域密着型介護料 54,810,463 円 
目標値 55,896,000 円 

達成率 98.1％ 

利用料等収入 19,322,400 円 
目標値 19,116,000 円 

達成率 101,1％ 

 

＊認知症対応型デイサービスセンターじゅあんの園  1日の利用定員 12人 

開設日数 257 日  

月平均利用人数 140 人  

延利用人数 1,677 人  

1 日平均利用人数 6.5 人  

介護予防（要支援） 0人  

介護給付（要介護） 1,677 人 
目標値 19,876,800 円 

達成率 106％ 

   
 

 

 
 
 



 

７ 介護予防活動の推進 
 

№ 事  項 区分 内   容 

1 

地域包括支援

センターブラ

ンチ型運営事

業 

水沢 高齢者や介護家族等の相談に応じ、介護保険給付該当外の方が安心して地域生活

を送れるように関係機関と連携しながらの支援と、在宅高齢者宅を訪問し日常生活

や体調について調査活動を行った。また、認知症カフェ、介護予防教室、家族介護

教室等により、地域の要援護高齢者等の福祉の向上に努めた。 

 

区 分 件数・回数等   

高齢者実態把握調査 190 件 目標値 190 件・達成率 100％ 

延相談件数 528 件  

個別地域ケア会議 4件  

小地域ケア会議 12 回  

ブランチ連絡会議 12 回  

奥州市ブランチ連絡会議 4回  

家族介護教室     3 回  

介護予防教室     23 回  

認知症カフェ 12 回  

   
 

2 

生きがいデイ

サービス事業 

水沢 

・ 

胆沢 

要介護認定で自立となった高齢者に対し介護予防のデイサービスを開設し、社会

参加活動と交流活動の促進、身体機能の維持に努めた。 

 

 水沢 目標値 2,280 人・達成率 83.6％ 

胆沢 目標値 1,000 人・達成率 99.9％ 

 

 区分 開設日数 登録者数 1日平均 月平均 延利用者数 

水沢 241 日 47 人 8人 159 人 1,906 人 

胆沢 147 日 25 人 ７人 83 人 999 人 
 

3 

江刺高齢者生

産活動センタ

ー 

 

江刺 活動者の経験や技術、趣味を生かした創作活動の場として、また、生きがい対策

の場として運営した。 

＊活動状況    目標値 1,600 人・達成率 90.8％ 

区 分 部員数 利用日数 活動人数 開 設 日 

陶芸部 26 人 53 日 777 人 第１・第３ 月・火曜日 

木工部 ５人 37 日 66 人 水曜日 

竹細工部 17 人 52 日 468 人 第２・第４ 月・火曜日 

食品部 ４人 13 日 47 人 随時 

年 間 52 人 155 日 1,358 人  

 

＊陶器部  主な製作品：植木鉢、花びん、皿、茶碗、コーヒーカップ、お雛様、

お地蔵様等 

主な販売先：えさし夢プラザ、藤原の郷、産直源休館、緑化まつり等

各種イベント会場での即売会の開催 

＊木工部  主な製作品：看板や花台の製作等。家具店の依頼を受け特注品製作 

＊竹細工部 主な製作品：花かご、筆立て、ざる、ふご、手さげかばん等 

＊食品部  主な製作品：梅漬け 450 ㎏ 学校給食用に概ね２か月に１回給食セン

ターへ納入 

＊その他の活動：各種団体等の視察、小学校の陶芸体験の受け入れに対応、      



 

№ 事  項 区分 内   容 

高齢者の民芸品創作展に作品多数を出展 

＊運営委員会の開催 

第１回運営委員会  平成 29年６月 16日（金） 

第２回運営委員会  平成 30年２月 28日（水） 

 

4 

大岳高齢者生

きがいセンタ

ー 

江刺 高齢者の心身のリフレッシュ、生きがい活動、入浴等のサービス提供を行い、社

会的交流、心身機能の向上及び日常生活自立の助長を図った。 

 

＊生きがいデイサービス 

実施日：毎週火・水・木曜日 

対象者：65歳以上で単身世帯、65歳以上で高齢者のみの世帯の者 

（介護保険で要介護、又は要支援認定以外の者） 

内 容：日常動作訓練・趣味・教養・創作活動・交通安全教室・健康相談 

（保健師の指導）・入浴・送迎サービス 

年間利用日数 146日 年間利用人数 1,236 人 目標値 1,800 人・達成率 68.7％ 

  内訳  米里地区 延 40 人  玉里地区 延 358 人 

      梁川地区 延 528 人  広瀬地区  延 310人 

＊生きがい講座・同好会 

実施日：月曜日・金曜日 

対象者： 65歳以上のグループ、又は個人 15人程度 

内 容：講座（踊り・和讃・写経･手芸・軽体操・民謡等） 

年間利用日数  84日 年間利用人数  828人 

＊運営委員会の開催 

第１回運営委員会    平成 29年５月 29日（月） 

第２回臨時運営委員会  平成 30年２月 23日（月） 

 

5 

 

高齢者地域活

動推進事業 

江刺 

・ 

前沢 

・ 

胆沢 

いきいき講座・同好会」（江刺）「趣味・創作活動教室」（前沢）「べんてん広

場」（胆沢）として、概ね 60歳以上を対象に趣味・教養・創作講座を開設し、生き

がいづくりと自立支援、社会参加の促進に努めた。 

 

＊いきいき講座（江刺）  実績 22回 目標値 25回・達成率 88.0％ 

講 座 等 開催回数 受講者数 

いきいきお座敷体操 ７回 121 人 

はじめての籐細工講座 １回 15 人 

コンディショニング教室 ２回 27 人 

パン屋さんの出前講座 ２回 43 人 

菊つくり講座 ２回 29 人 

陶芸教室 ２回 24 人 

ハワイアンキルト講座 ２回 24 人 

パッチワーク一日製作講座 １回 17 人 

布ぞうり ３回 43 人 

・同好会 活動団体数 19団体 活動回数 537回 参加人数 7,239人 

・いきいき講座・同好会交流発表会 30年３月 10日(土) 出演・参加者 117 人 

 

＊趣味・創作活動教室（前沢） 新規講座８講座 目標新規８講座・達成率 100％ 

講 座 等 開催回数 受講者数 

書道教室 24 回 270 人 



 

№ 事  項 区分 内   容 

きらめきクラブ（軽体操) 24 回 426 人 

生花教室 24 回 67 人 

踊り教室 24 回 164 人 

手芸教室 24 回 643 人 

園芸講座 ２回 22 人 

ヨガ講座 ３回 26 人 

絵手紙講座 ３回 46 人 

布ぞうり製作講座 １回 17 人 

にこにこクッキング講座 ３回 35 人 

ステップアップにこにこクッキング

講座 
３回 57 人 

パン屋さんが教えるパン作り講座 ３回 56 人 

つるし雛づくり講座 ３回 62 人 

 

＊べんてん広場 ＊高齢者のつどい（胆沢）毎月開催 

講 座 等 開催回数 受講者数 

書道教室  24 回 143 人 

カラオケ教室 12 回 230 人 

編物教室 12 回 66 人 

 

 

 

 

 

８ 保育所・児童クラブ等の運営 
 

№ 事  項 区分 内   容 

1 

米里保育所の

運営 

 

江刺 安全に配慮しながら日々の保育をし、園児の心身共に健やかな成長と基本的な生

活習慣の自立を援助した。 

＊定員 20人 

 

＊乳幼児保育 

１ 事業内容について 

(1) 保育全般について 

① 健康、安全：健康診断、フッ素洗口、避難訓練、交通安全教室 

② 保育：０・１・２歳児、３・４・５歳児組の 2組編成し保育 

③ 給食：３歳児未満・完全給食、３歳児以上・副食給食及び行事食 

(2) 地域に開かれた保育所として 

① 地域との交流：地域行事参加（歳末たすけあい演芸会、消防分列行進等） 

② 跳人踊りの伝承活動：運動会で発表 

③ 高齢者との交流：あっぷるホーム訪問、あすかの里、敬老会出演、果報だ

んご宅配等を通じて交流 

 

２ 園児数並びに開設日数  

開設日数 293 日、 実利用人数 19人、 延人数 182 人 

 



 

№ 事  項 区分 内   容 

   

 

区 分 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

実人数 0人 5人 3人 4人 6人 1人 

延人数 0人 31 人 29 人 38 人 72 人 12 人 

３ 環境整備 

園舎内外の清掃を保護者会、老人クラブ、敬神婦人会等の協力を得て、年４回

実施 

４ 米里保育所運営委員会の開催 

第１回 平成 29年７月 21日（金） 第２回 平成 29年９月 21日（木） 

第３回 平成 30年３月 14日（水） 

 

2 

放課後児童ク

ラブ管理運営

事業 

水沢 

・ 

江刺 

・ 

胆沢 

・ 

衣川 

 

 

労働等で保護者が昼間家庭に不在となる児童を、下校後及び長期休暇、土曜日に

適切な遊びや生活の場を提供し健全育成活動に努めた。また、地域組織と連携し、

地域における児童の総合支援を行った。 

 

＊水沢・江刺 

施設名 定員 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

水 沢 65 人 292 日 12,737 人  69 人 

みなみ 90 人 292 日 19,985 人 96 人 

ときわ 90 人 292 日 17,216 人 95 人 

佐倉河 65 人 292 日 12,986 人 66 人 

真 城 65 人 292 日 12,807 人 65 人 

姉 体 65 人 292 日 10,408 人 62 人 

羽 田 40 人 292 日 7,413 人 41 人 

黒 石 40 人 292 日 5,745 人 29 人 

江刺愛宕 60 人 292 日 12,784 人 61 人 

＊胆沢 

施設名 定員 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

胆沢笹森 45 人 292 日 8,670 人 48 人 

南都田放課後 25 人 292 日 4,926 人 24 人 

小山キッズ 20 人 292 日 4,012 人 25 人 

南都田キッズ 20 人 292 日 3,267 人 22 人 

若柳キッズ 20 人 292 日 3,090 人 21 人 

胆沢愛宕キッズ 20 人 292 日 3,347 人 20 人 

＊衣川 

施設名 定員 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

衣川 30 人 292 日 4,545 人 21 人 

衣里 30 人 292 日 3,389 人 20 人 

 

≪合計≫ 

区域 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

水沢・江刺 2,628 日 112,081 人 584 人 

胆沢 1,752 日 27,312 人 160 人 

衣川 584 日 7,934 人 41 人 

合計 4,964 日 147,327 人 785 人 

    
 



 

９ 収 益 事 業 
 

№ 事  項 区分 内   容 

1 

前沢区民バス

運行事業 

前沢 高齢者などの交通弱者を含めた前沢区内の利用希望者を対象として、ドア・ツウ・

ドアの交通手段を確保し、外出しやすい環境整備を図り日常生活の利便性を図った。 

＊前沢区内のみ 大人１回 300 円、小学生１回 150 円、乳幼児無料(障がい手帳・運

転経歴証明書所持者は半額) 

・運行日数 244日（土・日曜日、祝祭日及び年末年始を除く毎日） 

・利用人数 14,625人 目標値 13,206 人・達成率 110.7％  1日平均 60 人利用 

・利用料  3,741,450円  目標値 3,443,000 円・達成率 108.7％ 

・運行車両 ジャンボタクシー１台、小型車両２台 

＊ハートバス通信の発行／年６回 

＊運行委員会の開催／年２回 

＊研修会の開催 

期日 平成 29年２月 26日（月） 

 内容 「電話対応・マナー研修」 

・気をつけたい電話の対応 

・実技指導（個別） 

     講師 Nest-Stage 代表 大高智佳子 氏 

 

2 

販売機の設置

事業 

 

水沢 

・ 

江刺 

自動販売機を設置し、売上手数料の益金を福祉活動に役立てた。 

＊奥州市総合福祉センター、胆江地区広域交流センター、江刺総合コミュニティセ

ンター  手数料収入  249,095 円 

 

 


